
2．陽イオン分析カラム　TSKgel SuperIC-CRの

基本特性

2－1）カラムの特長

今回開発した標記カラムの特長は以惺

今回、開発したTSKgel SuperIC-CRのカラムの仕様

をTable 1に示した。

本カラムは従来製品であるTSKgel SuperIC-Cation

と同じ、ポリスチレン系全多孔性ポリマー粒子をベー

ス基材とし、弱酸性イオン交換基を導入したものであ

るが、下記のような改良を行うことにより、Naイオ

ンとNH

4イオンの分離能の向上と１価・２価陽イオン

の同時分析という当初の目標性能を達成することがで

きた。
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1．はじめに

無機イオンをはじめとするイオン種を分析するイオ

ンクロマトグラフィー（IC）は水質分析・大気分析

などの環境化学，食品・医薬・化学，♮旗，♫ ，ㇴ

な ど ぬ 珠 ぢ Υ à 俈 胃 は げ ゑ 浜 憧 分 析 Χ 昨 で

暗

分析では１価・２価陽イオンの同時分析が標準となっ

た。当社ではこれに対応した、TSKgel IC-Cation Ⅰ/

Ⅱ HR，TSKgel SuperIC-Cationを既に上市し、販売を

行っている

3),4)。これらのカラムを含め 窺

わ 鈸しじ陽イオヰ分責 陽で∵~１価・２価陽イ４

4イオン



①　ベース基材の表面処理方法の改良

②　イオン交換基導入方法の改良

－これらの改良により１価・２価陽イオンの選択

性が大きく改善された。NaイオンとNH4イオ

ンの選択性をさらに向上させるためには18-ク

ラウン-6を添加した溶離液が必要であるが、本

開発品の場合、1mmol/L程度の低濃度の添加

においても選択性の改善効果が大きく現われ

た。

－これらの改良によりカラムの耐久性（保存安定







4．応用分析例

4－1）NH4添加実試料の分析



面積はほとんど低下しないが、水道水・河川水におい

てはその低下速度は異なるものの、ピーク面積が減少
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